
アジア圏からの訪日観光客の旅ナカ需要について



KKdayの沿革 (2020/01現在)

11+ 都市に拠点

500+ 名の社員

2019年
8月/クールジャパン融資を調達
8月/新しい台北オフィスへ移転

2018年
2月/ シリーズB融資を調達
1月/ 上海事務所開設

2017年
6月/ ベトナム事務所開設
3月/ タイ事務所開設
2月/ フィリピン事務所開設
1月/ インドネシア事務所開設

2016年
12月/ シリーズA+融資
5月/ マレーシア事務所開設
3月/ シリーズA融資を調達
2月/ 韓国支社開設
2月/ 日本支社開設

2015年
11月/ シンガポール事務所開設
9月/ 香港事務所開設
1月/ KKday リリース

2014年
4月/ 会社設立

TOKYOSEOUL

SHANGHAI

TAIPEI

MANILA

HONG KONG

BANGKOK

KUALA LUMPUR

JAKARTA

SINGAPORE

HO CHI MINH



2015

2020

正式リリース

KKdayについて (2020/01 現在)

30,000+ 現地の体験

500+ 都市に展開

90+ ヶ国に展開

4.7 レビュー評価の平均

17 種類の通貨に対応

12 ヶ国語に対応

600,000+ 月平均サービス利用者数

7M 月間アクティブユーザー数

3M+ SNSフォロワー数

3M+ アプリダウンロード数

4.9     旅行系アプリ最高評価 



KKday会員概要 (2020/01 現在)

35% 65%

外国籍

60%

台湾

40%

           

旅行、美容・コスメ、料理・グルメ

デジモノ、ファッション、環境保護、Lohas、
Lifestyle、トレンド情報、ビジネス知識

KKdayer の嗜好性

外国籍上位3ヶ国：



アジア圏からの訪日観光客の旅ナカ需要について

グローバル旅行業界の実績について

訪日インバウンド実績について

新型コロナウイルスと変容する観光

弊社での取り組み



グローバル旅行業界実績（2018年）

グローバル旅行業界、連続9年持続的に売上成長

• 着地人数：2017～18  5.4%増
• 売上高：2017～18 4.4% 増

• 着地人数：18年 14億人超、
• 売上高：18年 1451億米ドル超

出典： World Tourism Organization(UNWTO),July 2019



訪日旅行売上はアジア２位、東北アジア１位
グローバル旅行業界実績（2018年）

出典： World Tourism Organization(UNWTO),July 2019



グローバル旅行業界実績

時代の流れはFIT (個人旅行）＋ オンライン

国 団体旅行 個人旅行

アメリカ 5% 95%
香港 15% 85%
韓国 16% 84%
タイ 23% 77%
台湾 30% 70%
中国 42% 58%

世界各国のGIT / FIT比率（2018）

出典： World Tourism Organization(UNWTO)



グローバル旅行業界実績

時代の流れはFIT (個人旅行）＋オンライン

世界の旅行予約 オンライン・オフライン比率 推移（想定）

出典：Statista,Oct 2019



ツアー＆アクテビティ業界は、旅行業界売上の3割ほど

グローバル旅行業界実績

出典：phocuswright’s tours&activities com of age: the global activeities marketplace 2014-2020



グローバルアクテビティ業界チャンネル別予約比率

グローバル旅行業界実績

出典：phocuswright’s tours&activities com of age: the global activeities marketplace 2014-2020



グローバルアクテビティ業界のオンライン予約比率
グローバル旅行業界実績

（単位：億米ドル）

出典：phocuswright’s tours&activities com of age: the global activeities marketplace 2014-2020



時代の流れはオンライン＋FIT

個人旅行客の増加により、直前予約が急増

出典：phocuswright’s tours&activities com of age: the global activeities marketplace 2014-2020



訪日旅行について

2019年の訪日人数は、過去最高記録の3188万人

出典：日本観光庁 2019



訪日旅行 7割以上 FIT（個人旅行者）

訪日旅行 GIT（団体）FIT（個人）比率（2018）

訪日旅行について

出典：JNTO 2018



2019訪日旅行人数（各国・地域別）
訪日旅行について

出典：JNTO 2019



台湾市場 訪日の近況

訪日旅行について

出典：JNTO 2019



とても高い台湾からの訪日リピーター率

台湾から日本に旅行する人数は持続成長しており、
過去5年間で約68%成長しています。

68↑%

日本旅行経験のある台湾人旅行者のうち
80％以上がリピーターになっています。

80+ %

訪日旅行について

傾向

．リピーター比率は80%超
．個人旅行者は７割弱
団体旅行も３割強のシェアあり

．地方を訪れる数が多い
．97%以上の方が4日以上滞在



香港市場 訪日の近況

訪日旅行について

出典：JNTO 2019



日本旅行経験のある香港人旅行者の内85％
以上がリピーターになっています。

85+ %

訪日旅行について

傾向

．関西・九州への訪問率が高い
．91.4%が個人旅行者
．リピーター比率は85%超え
．地方を訪れる数が多い
．98%の方が4日以上滞在している

香港の訪日リピーター率も圧倒的



韓国市場 訪日の近況

訪日旅行について

出典：JNTO 2019



日本旅行経験のある韓国人旅行者の内67％
以上がリピーターになっています。

67+ %

訪日旅行について

傾向

．西日本への訪問率は東日本より遥かに高い
．距離的に近い関西＋九州を訪れている
．リピーター比率は67%ほど
．87.7%が個人旅行者
．三日以下滞在の比率が台湾・香港よりも高い
▶「安・近・短」の傾向あり

韓国からは距離の近い西日本が多い



中国市場 訪日の近況

訪日旅行について

出典：JNTO 2019

⼈⼝

国⺠⼀⼈あたりのGDP(US$)

出国者数*1

外国⼈訪問者数*1

訪⽇外客数*2

⽇本⼈訪問者数*2 2,680,033

8,380,034

60,740,000

143,035,000

9,608

1,395,400,000

中国 の基礎データ

国

中国

外客全体 21.1%

25.4%

28.1%

59.1%

40.6%

訪⽇回数（観光⽬的）
出典：観光庁『訪⽇外国⼈消費動向調査（2018年）』

訪⽇回数

10回以上

4-9回⽬

2-3回⽬

1回⽬

国

中国

外客全体

63.8%

78.7%

36.2%

21.3%

旅⾏形態（観光⽬的）

出典：観光庁『訪⽇外国⼈消費動向調査（2018年）』

旅⾏形態

個⼈旅⾏

団体旅⾏

国

中国

外客全体

43.3%

36.0%

55.2%

54.1%

滞在⽇数（観光⽬的）

出典：観光庁『訪⽇外国⼈消費動向調査（2018年）』

滞在⽇数

7⽇間以上

4〜6⽇間

3⽇間以内 順位 県

1 ⼤阪府

2 東京都

3 京都府

4 千葉県

5 奈良県

61.6%

52.8%

44.3%

34.5%

21.5%

都道府県別訪問率（観光⽬的）

出典：観光庁『訪⽇外国⼈消費動向調査（2018年）』
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	⽉・年別	訪⽇外客数の推移（中国）
観光客数 商⽤客数 その他客数 推計値

訪問国 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

⽇本

韓国

台湾

⾹港

タイ

シンガポール

マレーシア

インドネシア

ベトナム

フィリピン

カンボジア

ミャンマー

ラオス

モンゴル

19,901,95719,077,014 18,526,21017,996,827 17,364,94617,089,509

10,535,9559,806,2608,757,646

8,380,034

8,067,722

7,936,795

7,355,8186,373,564

6,126,865 5,984,170

4,993,689

4,966,468

4,789,512

4,637,335 4,636,298

4,326,869

4,184,102

4,169,353

4,008,253

3,987,152 3,511,734

3,417,6043,228,134

2,944,133

2,874,702

2,863,669

2,732,549

2,696,848

2,695,615

2,409,158

2,281,321

2,269,870

2,139,161

2,124,942

2,106,164

2,102,677

2,093,171

2,024,443

1,947,2361,907,794

1,790,079

1,780,918

1,722,380

1,676,5181,612,523

1,556,771

1,314,437

1,260,700

1,255,258

1,210,782

1,052,705

996,916

968,447

858,140

830,003

809,399

805,833

694,712

675,663

639,185

560,335

545,493511,436

498,656

490,841

463,123

426,352

422,440

394,951

245,033

187,770

178,326 163,979157,561 145,029 142,481131,312

アジア各国・地域への訪問者数 各国受⼊統計より⽇本政府観光局(JNTO)調べ

本資料を転⽤される際は出典名を「⽇本政府観光局(JNTO)」と明⽰してください。

詳しい観光関連のデータは「JNTO⽇本の観光統計データ」（https://statistics.jnto.go.jp)にて公開しています。

*1 1泊以上した旅⾏者数

*2	 ⽇帰りを含む

出典：

⼈⼝、国⺠⼀⼈あたりのGDP：国際通貨基⾦(IMF),2018

外国⼈訪問者数、出国者数、⽇本⼈訪問者数：国連世界観光機関(UNWTO),2017

訪⽇外客数：⽇本政府観光局(JNTO),2018

1⽉〜2⽉：

春節前後の約20⽇間（冬休み）

3⽉〜4⽉：

桜シーズンに伴う需要増
7⽉〜8⽉末頃：	夏休み



全体平均ではリピーター比率が約60%なが
ら、中国ではまだ40%がリピーターで訪日

初心者がまだ過半を占めている。
団体旅行も約36%と全体平均の約21%よ
りも大きく、個人旅行は発展途上。

40 %

訪日旅行について

傾向

．大都市とその周辺の県への訪問者数が多い
．63.8%が個人旅行者
．リピーター比率は40%ほど
．東京・大阪への訪問率が極端に高い
．ほとんどが四日以上滞在している

中国はまだ訪日初心者が多い



日本都道府県別訪問率ランキング

0. 12.5 25. 37.5 50.

東京都

大阪府

千葉県

京都府

島根県

35.1%

38.6%

47.2%

27.8%

出典：JNTO「日本の観光統計データ」サイト 2019年数値から作成

0.2%



主要市場別 外国人宿泊者数（全体）

地⽅ 年

0M 5M 10M 15M 20M 25M 30M 35M 40M 45M

外国⼈延べ宿泊数（⼈泊）

北海道 2018

2019

東北 2018

2019

関東 2018

2019

北陸信越 2018

2019

近畿 2018

2019

中部 2018

2019

中国 2018

2019

四国 2018

2019

九州 2018

2019

沖縄 2018

2019

7,689,550

7,975,750

1,287,470

1,680,190

31,365,650

38,342,580

2,583,680

2,830,100

20,378,470

27,346,300

5,799,760

7,403,690

1,675,750

1,840,300

783,890

926,430

7,145,710

7,537,660

4,856,530

5,423,450

年別	地⽅ブロック別外国⼈延べ宿泊者数（全体）

年

2018

2019

データ更新⽇:2020/08/05	1�54�07

出典：JNTO「日本の観光統計データ」サイトから作成



主要市場別 外国人宿泊者数（台湾）

地⽅ 年

0K 500K 1000K 1500K 2000K 2500K 3000K 3500K

外国⼈延べ宿泊数（⼈泊）

北海道 2018

2019

東北 2018

2019

関東 2018

2019

北陸信越 2018

2019

近畿 2018

2019

中部 2018

2019

中国 2018

2019

四国 2018

2019

九州 2018

2019

沖縄 2018

2019

1,502,750

1,410,420

546,310

740,770

3,194,080

3,337,260

761,500

742,260

2,447,200

2,818,630

610,010

707,830

279,620

269,720

201,740

262,550

1,176,200

1,392,120

1,384,410

1,789,360

年別	地⽅ブロック別外国⼈延べ宿泊者数（台湾）

年

2018

2019

データ更新⽇:2020/08/05	1�54�07

出典：JNTO「日本の観光統計データ」サイトから作成



主要市場別 外国人宿泊者数（香港）

地⽅ 年

0K 200K 400K 600K 800K 1000K 1200K 1400K 1600K 1800K 2000K

外国⼈延べ宿泊数（⼈泊）

北海道 2018

2019

東北 2018

2019

関東 2018

2019

北陸信越 2018

2019

近畿 2018

2019

中部 2018

2019

中国 2018

2019

四国 2018

2019

九州 2018

2019

沖縄 2018

2019

755,230

734,710

110,980

75,110

1,582,770

1,704,400

252,340

282,390

1,521,150

1,780,590

354,670

390,400

155,040

172,800

136,090

163,420

1,036,150

888,170

493,470

606,540

年別	地⽅ブロック別外国⼈延べ宿泊者数（⾹港）

年

2018

2019

データ更新⽇:2020/08/05	1�54�07

出典：JNTO「日本の観光統計データ」サイトから作成



主要市場別 外国人宿泊者数（韓国）

地⽅ 年

0K 500K 1000K 1500K 2000K 2500K 3000K 3500K

外国⼈延べ宿泊数（⼈泊）

北海道 2018

2019

東北 2018

2019

関東 2018

2019

北陸信越 2018

2019

近畿 2018

2019

中部 2018

2019

中国 2018

2019

四国 2018

2019

九州 2018

2019

沖縄 2018

2019

1,374,200

1,111,980

87,270

73,660

2,112,310

2,130,220

134,930

93,980

3,085,450

2,271,560

324,410

301,940

206,970

151,340

125,080

101,050

3,274,080

2,529,570

1,230,010

950,110

年別	地⽅ブロック別外国⼈延べ宿泊者数（韓国）

年

2018

2019

データ更新⽇:2020/08/05	1�54�07

出典：JNTO「日本の観光統計データ」サイトから作成



主要市場別 外国人宿泊者数（中国）

地⽅ 年

0M 1M 2M 3M 4M 5M 6M 7M 8M 9M 10M 11M 12M

外国⼈延べ宿泊数（⼈泊）

北海道 2018

2019

東北 2018

2019

関東 2018

2019

北陸信越 2018

2019

近畿 2018

2019

中部 2018

2019

中国 2018

2019

四国 2018

2019

九州 2018

2019

沖縄 2018

2019

1,873,590

2,164,320

197,710

245,000

10,810,800

8,624,440

334,700

439,780

6,136,570

9,567,030

2,869,960

3,983,200

178,110

206,630

134,930

198,680

1,085,460

823,620

1,147,310

992,170

年別	地⽅ブロック別外国⼈延べ宿泊者数（中国）

年

2018

2019

データ更新⽇:2020/08/05	1�54�07

出典：JNTO「日本の観光統計データ」サイトから作成



山陰三県のインバウンド状況

20

データから見る山陰の特徴

観光庁 宿泊旅行統計(2019年)
国土交通省 国際線就航状況

・全県とも東アジア4市場（韓・中・台・香）のシェアが高いが、その内訳は県によって大きく異なる。
→鳥取県は香港からの定期便が就航しており、香港のシェアが高い。

鳥取県 島根県 山口県

鳥取空港 米子空港 出雲空港 山口宇部空港

便
数
（※

）

【チャーター便】
台中―鳥取
（48便）
台北―鳥取
（19便）

【定期便】
米子ー香港
（週3便）
【チャーター便】
ハノイー鳥取
（4便）

【チャーター便】
ソウル－出雲（106便）
台北－出雲（8便）

【チャーター便】
台北ー山口宇部（16便）

※定期便は週あたりの便数、チャーター便は年あたりの便数

空路のほかに、下関－釜山、境港ートンヘに定期船（フェリー）
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山陰とその他地域のインバウンド流入量

21

データから見る山陰の特徴

0.4万人

4.8万人

1.1万人

2.3万人

2.4万人

0.8万人

福岡県
378万人泊
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FIGURE 1. INTERNATIONAL TOURIST ARRIVALS, JAN–MAY 2020 
(percentage change)
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FIGURE 2. INTERNATIONAL TOURISM RECEIPTS (EXPORTS), 
2000–2019 AND 2020 SCENARIOS
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UNWTO Confidence Index – Return to 2019 levels expected by 2023 

Confidence remain at record lows  

• Confidence in global tourism continued to hit record 
lows in the period May-August 2020, according to 
the latest UNWTO Confidence Index survey. On a 
scale of 0 to 200, the UNWTO Panel of Tourism 
Experts rated the period May-August with a score of 
22. An overwhelming majority (93%) of respondents 
evaluated the period May-August 2020 as much 
worse (69%) or worse (24%) than expected. 

• This reflects a slower than expected restart of 
tourism during the Northern Hemisphere peak 
summer season. Despite a gradual reopening of 
international borders in late May and June, the 
rebound in travel was mostly limited to Europe and 
proved to be short-lived, due to a spike in 
contagions. Many destinations have since 
reintroduced travel restrictions and advisories which 
have slowed down the already weak pace of 
recovery.  

• Expectations remain weak for the period 
September-December 2020, which covers part of 
the Northern Hemisphere winter season and the 
Southern Hemisphere summer season. UNWTO 
experts rated prospects with a score of 34 as 
compared to 25 for May-August, the lowest reflecting 
no major change in confidence levels for the 
remaining four months of the year. Experts 
mentioned the impact of the ongoing pandemic and 
the lack of a vaccine, as well as travel restrictions in 
all forms still in place (i.e. partial or full border 
closure, compulsory quarantine requirement, etc) 
weighing on prospects for the remainder of the year.  

 

UNWTO Confidence Index: World
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• UNWTO experts from Europe are the most 
pessimistic about September-December 2020, with 
89% expecting worse or much worse results, 
followed by experts from Asia and the Pacific (82%), 
from the Americas (81%) and Africa (80%). Experts 
from the Middle East are the least pessimistic of all 
world regions, with 67% expecting a worsening of 
results in the last four months of 2020. 

 

International tourism expected to rebound by 
Q3 of 2021  

• A majority of experts sees a rebound in international 
tourism in 2021, in particular by the third quarter 
2021, while around 20% expects it to occur only in 
2022. 

• Most experts do not see a return to pre-pandemic 
2019 levels happening before 2023. By regions, the 
largest share of experts pointing to a return to 2019 
levels in 2023 or later are in Europe (74%) the 
Americas (71%) and Asia and the Pacific (66%).  In 
Africa and the Middle East this share is 60% and 
50% respectively.  Half of respondents from the 
Middle East and 40% from Africa expect the 
recovery to 2019 levels to take place by 2022. (For 
region graphs please see the Statistical Annex).  

 

When do you expect a rebound in international tourism in your country? 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

by Q1 2021 by Q2 2021 by Q3 2021 by Q4 2021 by 2022
 

 

• Experts consider travel restrictions as the main 
barrier weighing on the recovery of international 
tourism, along with slow virus containment and low 
consumer confidence. The lack of coordinated 
response among countries to ensure harmonized 
protocols and coordinated restrictions, as well as the 
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UNWTO Confidence Index – Return to 2019 levels expected by 2023 

Confidence remain at record lows  

• Confidence in global tourism continued to hit record 
lows in the period May-August 2020, according to 
the latest UNWTO Confidence Index survey. On a 
scale of 0 to 200, the UNWTO Panel of Tourism 
Experts rated the period May-August with a score of 
22. An overwhelming majority (93%) of respondents 
evaluated the period May-August 2020 as much 
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• UNWTO experts from Europe are the most 
pessimistic about September-December 2020, with 
89% expecting worse or much worse results, 
followed by experts from Asia and the Pacific (82%), 
from the Americas (81%) and Africa (80%). Experts 
from the Middle East are the least pessimistic of all 
world regions, with 67% expecting a worsening of 
results in the last four months of 2020. 

 

International tourism expected to rebound by 
Q3 of 2021  

• A majority of experts sees a rebound in international 
tourism in 2021, in particular by the third quarter 
2021, while around 20% expects it to occur only in 
2022. 

• Most experts do not see a return to pre-pandemic 
2019 levels happening before 2023. By regions, the 
largest share of experts pointing to a return to 2019 
levels in 2023 or later are in Europe (74%) the 
Americas (71%) and Asia and the Pacific (66%).  In 
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Evaluation of UNWTO Panel of Tourism Experts 
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UNWTO Confidence Index – Return to 2019 levels expected by 2023 

Confidence remain at record lows  

• Confidence in global tourism continued to hit record 
lows in the period May-August 2020, according to 
the latest UNWTO Confidence Index survey. On a 
scale of 0 to 200, the UNWTO Panel of Tourism 
Experts rated the period May-August with a score of 
22. An overwhelming majority (93%) of respondents 
evaluated the period May-August 2020 as much 
worse (69%) or worse (24%) than expected. 

• This reflects a slower than expected restart of 
tourism during the Northern Hemisphere peak 
summer season. Despite a gradual reopening of 
international borders in late May and June, the 
rebound in travel was mostly limited to Europe and 
proved to be short-lived, due to a spike in 
contagions. Many destinations have since 
reintroduced travel restrictions and advisories which 
have slowed down the already weak pace of 
recovery.  

• Expectations remain weak for the period 
September-December 2020, which covers part of 
the Northern Hemisphere winter season and the 
Southern Hemisphere summer season. UNWTO 
experts rated prospects with a score of 34 as 
compared to 25 for May-August, the lowest reflecting 
no major change in confidence levels for the 
remaining four months of the year. Experts 
mentioned the impact of the ongoing pandemic and 
the lack of a vaccine, as well as travel restrictions in 
all forms still in place (i.e. partial or full border 
closure, compulsory quarantine requirement, etc) 
weighing on prospects for the remainder of the year.  
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• UNWTO experts from Europe are the most 
pessimistic about September-December 2020, with 
89% expecting worse or much worse results, 
followed by experts from Asia and the Pacific (82%), 
from the Americas (81%) and Africa (80%). Experts 
from the Middle East are the least pessimistic of all 
world regions, with 67% expecting a worsening of 
results in the last four months of 2020. 

 

International tourism expected to rebound by 
Q3 of 2021  

• A majority of experts sees a rebound in international 
tourism in 2021, in particular by the third quarter 
2021, while around 20% expects it to occur only in 
2022. 

• Most experts do not see a return to pre-pandemic 
2019 levels happening before 2023. By regions, the 
largest share of experts pointing to a return to 2019 
levels in 2023 or later are in Europe (74%) the 
Americas (71%) and Asia and the Pacific (66%).  In 
Africa and the Middle East this share is 60% and 
50% respectively.  Half of respondents from the 
Middle East and 40% from Africa expect the 
recovery to 2019 levels to take place by 2022. (For 
region graphs please see the Statistical Annex).  
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• Experts consider travel restrictions as the main 
barrier weighing on the recovery of international 
tourism, along with slow virus containment and low 
consumer confidence. The lack of coordinated 
response among countries to ensure harmonized 
protocols and coordinated restrictions, as well as the 
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deteriorating economic environment were also 
identified by experts as important obstacles for 
recovery. Slow flight resumption was considered 
comparatively less determinant among factors 
mentioned.   

 

When do you expect international tourism to return to pre-pandemic 
2019 levels in your country?
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• Domestic tourism is driving the recovery of several 
destinations but in most cases only partially, as it is 
not compensating for the drop in international 
demand. Among regions, respondents from Asia 
and the Pacific were the most positive regarding the 
contribution of domestic tourism to the recovery of 
destinations. Experts mentioned that domestic 
tourism has boosted the demand for nature-based 
products, such as rural and coastal areas, though 
meetings and conferences as well as urban tourism 
continued to struggle due to the lack of international 
visitors. The resumption of domestic tourism is 
helping the recovery of destinations with a sheer 
domestic size, though domestic tourism is not strong 
enough to drive the recovery in destinations heavily 
relying on inbound tourism. Furthermore, the 
pandemic has severely disrupted domestic travel in 
some countries, due to local lockdowns.  

 

What are the main factors weighing on the recovery of international 
tourism?
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Is domestic tourism driving the recovery in your destination?

Yes, 28%

Partially, 55%

No, 17%

 
 

• •According to experts, there is a high demand for 
countryside tourism in Macao (China), but this does 
not compensate the drop in demand from Mainland 
China. In the United Kingdom, domestic tourism is 
significant but below normal levels due to restrictions 
and local lockdowns, while in New Zealand the 
demand for domestic travel is high but not enough to 
drive recovery as most of the destination’s market is 
international. In the United States, where domestic 
represents 85% of travel spending, the pandemic 
has severely disrupted domestic travel demand, with 
an impact on tax revenues and funding for 
promotion.  

 

For data and insights on domestic tourism, see: 
UNWTO Briefing Note – Tourism and COVID-19, Issue 
3. Understanding Domestic Tourism and Seizing its 
Opportunities www.e-unwto.org/doi/book/10.18111 
/9789284422111 
 

UNWTO Confidence Index and survey: 

UNWTO conducts a Panel of Tourism Experts’ survey to 
track global tourism performance and business sentiment 
every four months. In each survey, Panel members are 
asked to rate both the performance of the previous 4 months 
and the outlook for the coming 4 months on the following 
scale: [0] much worse; [50] worse; [100] equal; [150] better, 
[200] much better. The result is a Confidence Index for the 
tourism sector which has been published since April 2003. 
The UNWTO Secretariat’s aim is to continuously expand and 
improve the Panel sample. Experts interested in participating 
in the survey are kindly invited to contact us at 
unwtopanel@unwto.org. 

In the most recent survey, additional questions were made to 
the UNWTO Panel of Tourism Experts on the impact of 
COVID-19 on tourism and the expected time of recovery. The 
survey was conducted during the first week of October 2020 
and follows a prior survey conducted in July. 
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UNWTO Confidence Index – Return to 2019 levels expected by 2023 

Confidence remain at record lows  

• Confidence in global tourism continued to hit record 
lows in the period May-August 2020, according to 
the latest UNWTO Confidence Index survey. On a 
scale of 0 to 200, the UNWTO Panel of Tourism 
Experts rated the period May-August with a score of 
22. An overwhelming majority (93%) of respondents 
evaluated the period May-August 2020 as much 
worse (69%) or worse (24%) than expected. 

• This reflects a slower than expected restart of 
tourism during the Northern Hemisphere peak 
summer season. Despite a gradual reopening of 
international borders in late May and June, the 
rebound in travel was mostly limited to Europe and 
proved to be short-lived, due to a spike in 
contagions. Many destinations have since 
reintroduced travel restrictions and advisories which 
have slowed down the already weak pace of 
recovery.  

• Expectations remain weak for the period 
September-December 2020, which covers part of 
the Northern Hemisphere winter season and the 
Southern Hemisphere summer season. UNWTO 
experts rated prospects with a score of 34 as 
compared to 25 for May-August, the lowest reflecting 
no major change in confidence levels for the 
remaining four months of the year. Experts 
mentioned the impact of the ongoing pandemic and 
the lack of a vaccine, as well as travel restrictions in 
all forms still in place (i.e. partial or full border 
closure, compulsory quarantine requirement, etc) 
weighing on prospects for the remainder of the year.  

 

UNWTO Confidence Index: World
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Source: World Tourism Organization (UNWTO) ©
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• UNWTO experts from Europe are the most 
pessimistic about September-December 2020, with 
89% expecting worse or much worse results, 
followed by experts from Asia and the Pacific (82%), 
from the Americas (81%) and Africa (80%). Experts 
from the Middle East are the least pessimistic of all 
world regions, with 67% expecting a worsening of 
results in the last four months of 2020. 

 

International tourism expected to rebound by 
Q3 of 2021  

• A majority of experts sees a rebound in international 
tourism in 2021, in particular by the third quarter 
2021, while around 20% expects it to occur only in 
2022. 

• Most experts do not see a return to pre-pandemic 
2019 levels happening before 2023. By regions, the 
largest share of experts pointing to a return to 2019 
levels in 2023 or later are in Europe (74%) the 
Americas (71%) and Asia and the Pacific (66%).  In 
Africa and the Middle East this share is 60% and 
50% respectively.  Half of respondents from the 
Middle East and 40% from Africa expect the 
recovery to 2019 levels to take place by 2022. (For 
region graphs please see the Statistical Annex).  

 

When do you expect a rebound in international tourism in your country? 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

by Q1 2021 by Q2 2021 by Q3 2021 by Q4 2021 by 2022
 

 

• Experts consider travel restrictions as the main 
barrier weighing on the recovery of international 
tourism, along with slow virus containment and low 
consumer confidence. The lack of coordinated 
response among countries to ensure harmonized 
protocols and coordinated restrictions, as well as the 
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コロナ前（2019年）レベルに回復する時期は︖

October 2020 – Statistical Annex 
 

 
Annex - 21 

Evaluation of UNWTO Panel of Tourism Experts 
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What are the main factors weighing on the recovery of international 
tourism?
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UNWTO Confidence Index – Return to 2019 levels expected by 2023 

Confidence remain at record lows  

• Confidence in global tourism continued to hit record 
lows in the period May-August 2020, according to 
the latest UNWTO Confidence Index survey. On a 
scale of 0 to 200, the UNWTO Panel of Tourism 
Experts rated the period May-August with a score of 
22. An overwhelming majority (93%) of respondents 
evaluated the period May-August 2020 as much 
worse (69%) or worse (24%) than expected. 

• This reflects a slower than expected restart of 
tourism during the Northern Hemisphere peak 
summer season. Despite a gradual reopening of 
international borders in late May and June, the 
rebound in travel was mostly limited to Europe and 
proved to be short-lived, due to a spike in 
contagions. Many destinations have since 
reintroduced travel restrictions and advisories which 
have slowed down the already weak pace of 
recovery.  

• Expectations remain weak for the period 
September-December 2020, which covers part of 
the Northern Hemisphere winter season and the 
Southern Hemisphere summer season. UNWTO 
experts rated prospects with a score of 34 as 
compared to 25 for May-August, the lowest reflecting 
no major change in confidence levels for the 
remaining four months of the year. Experts 
mentioned the impact of the ongoing pandemic and 
the lack of a vaccine, as well as travel restrictions in 
all forms still in place (i.e. partial or full border 
closure, compulsory quarantine requirement, etc) 
weighing on prospects for the remainder of the year.  

 

UNWTO Confidence Index: World
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• UNWTO experts from Europe are the most 
pessimistic about September-December 2020, with 
89% expecting worse or much worse results, 
followed by experts from Asia and the Pacific (82%), 
from the Americas (81%) and Africa (80%). Experts 
from the Middle East are the least pessimistic of all 
world regions, with 67% expecting a worsening of 
results in the last four months of 2020. 

 

International tourism expected to rebound by 
Q3 of 2021  

• A majority of experts sees a rebound in international 
tourism in 2021, in particular by the third quarter 
2021, while around 20% expects it to occur only in 
2022. 

• Most experts do not see a return to pre-pandemic 
2019 levels happening before 2023. By regions, the 
largest share of experts pointing to a return to 2019 
levels in 2023 or later are in Europe (74%) the 
Americas (71%) and Asia and the Pacific (66%).  In 
Africa and the Middle East this share is 60% and 
50% respectively.  Half of respondents from the 
Middle East and 40% from Africa expect the 
recovery to 2019 levels to take place by 2022. (For 
region graphs please see the Statistical Annex).  
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• Experts consider travel restrictions as the main 
barrier weighing on the recovery of international 
tourism, along with slow virus containment and low 
consumer confidence. The lack of coordinated 
response among countries to ensure harmonized 
protocols and coordinated restrictions, as well as the 
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⽇本国内の現状（宿泊旅⾏統計調査）
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前年同月比（延べ宿泊者数） 前年同月比(うち外国人延べ宿泊者数) 前年同月比(うち日本人延べ宿泊者数)

（％）

（万人泊）

全　体 日本人 外国人

R2.8 2,615 2,593 22

（前年同月比） -58.6% -51.8% -97.7%

R2.9 2,555 2,534 21

（前年同月比） -47.6% -37.4% -97.4%

（※）

宿泊旅行統計調査

（令和2年8月・第2次速報、令和2年9月・第1次速報）

令 和 2 年 1 0 月 3 0 日

観 光 庁

１．延べ宿泊者数

1

※上表の青字にした数値は、日本人及び外国人の延べ宿泊者数を合計した全体の数値である。

－延べ宿泊者数推移－

－延べ宿泊者数前年同月比の推移－

※令和2年9月の数値は第1次速報値であり、令和2年11月30日公表予定の第2次速報値で変更となる点にご留意いただきたい。

○令和2年8月の延べ宿泊者数（全体）は、2,615万人泊、前年同月比-58.6%であった。

また、9月は、2,555万人泊、前年同月比-47.6%であった。

○日本人延べ宿泊者数は、8月は、2,593万人泊、前年同月比-51.8%であった。

また、9月は、2,534万人泊、前年同月比-37.4%であった。

○外国人延べ宿泊者数は、8月は、22万人泊、前年同月比-97.7%であった。

また、9月は、21万人泊、前年同月比-97.4%であった。

出典：観光庁



⽇本国内の現状（⽇本⼈国内消費額推移）
【図表1】 日本人国内旅行消費額の推移

【図表2】 日本人国内旅行消費額および前年同期比 単位：億円

○2020年7-9月期の日本人国内旅行消費額（速報）は2兆9,241億円（前年同期比56.3％減）
○となった。
○日本人国内旅行消費額のうち、宿泊旅行消費額は2兆2,799億円（前年同期比58.0%減）、
日帰り旅行消費額が6,442億円（前年同期比48.9％減）となった。

【図表3】 2020年7-9月期の月別日本人国内旅行消費額および前年同月比 単位：億円

日本人国内旅行消費額

旅行・観光消費動向調査
2020年7-9月期（速報）

2020年11月18日
観 光 庁

～2020年7-9月期の国内旅行消費額は2兆9,241億円～

【問い合わせ先】
観光戦略課観光統計調査室 湯原、武井
TEL 03-5253-8111（内線27-216、27-224）

03-5253-8325（直通）
FAX 03-5253-16911
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新型コロナ終息後に観光したい国・地域（アジア居住者）

11

DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査（2020年度 新型コロナ影響度 特別調査）

（7）新型コロナ終息後に観光旅行したい国・地域（p.45）

z 新型コロナ終息後においても、海外観光旅行先としての日本人気は引き続き高く、アジア居住者ではトップ
(56%)、欧米豪居住者でも2位(24%)の人気となっている。

※ 2019年度通常調査（2019年6月25日～7月8日実施。以下、「通常調査」という。）において、日本の選
択率は、アジア居住者55%（１位）、欧米豪居住者39%（６位）であった。

（上位20の国・地域で降順ソート）
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アジア居住者（n=3,822）

欧米豪居住者（n=1,840）

新型コロナの流行終息後に、観光旅行したい国・地域※2 （回答はあてはまるもの全て）

（上位20の国・地域で降順ソート）

「旅行したい国・地域」と「回答者の国・地域」または「近隣国」が同じ場合、当該国・地域の回答はサンプル数から除いている。※2

海外観光旅
行希望者※1

新型コロナ終息後の海外観光旅行について「（したいと）思わない」を選択した対象者および次に海外観光旅行の検討を再開するタイミングについて
「現在の状況からは海外旅行の検討再開は考えられない」と回答した対象者を除く全員から回答を得た。

※1
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（7）新型コロナ終息後に観光旅行したい国・地域（p.45）

z 新型コロナ終息後においても、海外観光旅行先としての日本人気は引き続き高く、アジア居住者ではトップ
(56%)、欧米豪居住者でも2位(24%)の人気となっている。

※ 2019年度通常調査（2019年6月25日～7月8日実施。以下、「通常調査」という。）において、日本の選
択率は、アジア居住者55%（１位）、欧米豪居住者39%（６位）であった。

（上位20の国・地域で降順ソート）
56%

30%
23%

19%
17%

16%
15%
14%

12%
11%
11%
10%
9%
9%
9%
9%
8%
8%
8%
7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

日本
韓国
台湾
タイ

シンガポール
オーストラリア

ニュージーランド
中国本土

スイス
香港

マレーシア
イギリス
フランス
アメリカ
ベトナム
ハワイ
ドイツ
イタリア
カナダ

インドネシア

28%
24%

20%
19%

17%
17%
16%

14%
14%
13%
12%
12%
12%
12%
11%

9%
9%
8%
8%
8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

アメリカ
日本
カナダ
イギリス

オーストラリア
フランス
イタリア
ドイツ

ニュージーランド
その他欧州諸国

タイ
スイス
スペイン

シンガポール
ハワイ
香港

ベトナム
オーストリア
マレーシア
メキシコ

アジア居住者（n=3,822）

欧米豪居住者（n=1,840）

新型コロナの流行終息後に、観光旅行したい国・地域※2 （回答はあてはまるもの全て）

（上位20の国・地域で降順ソート）

「旅行したい国・地域」と「回答者の国・地域」または「近隣国」が同じ場合、当該国・地域の回答はサンプル数から除いている。※2

海外観光旅
行希望者※1

新型コロナ終息後の海外観光旅行について「（したいと）思わない」を選択した対象者および次に海外観光旅行の検討を再開するタイミングについて
「現在の状況からは海外旅行の検討再開は考えられない」と回答した対象者を除く全員から回答を得た。

※1
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27%
24%
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21%
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12%
11%
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9%
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0%

0% 10% 20% 30% 40%

（8）新型コロナ終息後の訪日旅行全般に期待したいこと（p.56）

z 訪日旅行に期待することについては、「衛生面における配慮、清潔さ、消毒などのウイルス対策全般の継続」が
アジア居住者、欧米豪居住者ともに最多であり、新型コロナ終息後も安全・安心の取り組みを徹底することが
求められる。

z また、「文化体験アクティビティの種類や質の充実、ブラッシュアップ」に対する回答も多い。前述の通り新型コロ
ナ終息後の海外訪問理由として「海外で体験したいことがあるから」を挙げる割合が高かったことを踏まえると、
新型コロナが終息する前から体験型観光の質向上に向けた準備を行うことが、新型コロナ終息後における訪
日外国人旅行者の満足度向上のために重要であろう。

（降順ソート）

27%
26%

21%
20%

18%
18%
18%
18%
17%

15%
13%
12%

10%
9%

0%

0% 10% 20% 30% 40%

アジア居住者（n=2,151）

欧米豪居住者（n=433）

新型コロナ終息後の訪日旅行全般に期待したいこと （回答はあてはまるもの3つまで）

（降順ソート）

訪日旅行
希望者※

※ 新型コロナ終息後に海外観光旅行したい地域として「日本」を選択した対象者から回答を得た。

衛生面における配慮、清潔さ、消毒などのウイルス対策全般の継続
リーズナブルな日本食レストランの充実

リーズナブルな宿泊施設の拡充
文化体験アクティビティの種類や質の充実、ブラッシュアップ

観光地やレストラン、宿泊施設などでの
英語・多言語による案内、表示のブラッシュアップ

観光地や観光施設へのアクセス改善
混雑を回避するための事前予約や入場制限などの措置

自然体験アクティビティ（スキーやサイクリング、フィッシング等）の
種類や質の充実、ブラッシュアップ

低価格
新型コロナに関する英語・多言語での情報公開
通信環境の改善（インターネット、Wi-Fi等）

高価格でも、価格に見合った日本食レストランの充実
高価格でも、価格に見合ったサービスや施設の充実

高級宿泊施設の拡充
その他

衛生面における配慮、清潔さ、消毒などのウイルス対策全般の継続
文化体験アクティビティの種類や質の充実、ブラッシュアップ

低価格
リーズナブルな日本食レストランの充実

リーズナブルな宿泊施設の拡充
高価格でも、価格に見合った日本食レストランの充実

観光地やレストラン、宿泊施設などでの
英語・多言語による案内、表示のブラッシュアップ

混雑を回避するための事前予約や入場制限などの措置
観光地や観光施設へのアクセス改善

自然体験アクティビティ（スキーやサイクリング、フィッシング等）の
種類や質の充実、ブラッシュアップ

新型コロナに関する英語・多言語での情報公開
高価格でも、価格に見合ったサービスや施設の充実

高級宿泊施設の拡充
通信環境の改善（インターネット、Wi-Fi等）

その他
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DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査（2020年度 新型コロナ影響度 特別調査）
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0% 10% 20% 30% 40%

（8）新型コロナ終息後の訪日旅行全般に期待したいこと（p.56）

z 訪日旅行に期待することについては、「衛生面における配慮、清潔さ、消毒などのウイルス対策全般の継続」が
アジア居住者、欧米豪居住者ともに最多であり、新型コロナ終息後も安全・安心の取り組みを徹底することが
求められる。

z また、「文化体験アクティビティの種類や質の充実、ブラッシュアップ」に対する回答も多い。前述の通り新型コロ
ナ終息後の海外訪問理由として「海外で体験したいことがあるから」を挙げる割合が高かったことを踏まえると、
新型コロナが終息する前から体験型観光の質向上に向けた準備を行うことが、新型コロナ終息後における訪
日外国人旅行者の満足度向上のために重要であろう。

（降順ソート）

27%
26%

21%
20%

18%
18%
18%
18%
17%

15%
13%
12%

10%
9%

0%

0% 10% 20% 30% 40%

アジア居住者（n=2,151）

欧米豪居住者（n=433）

新型コロナ終息後の訪日旅行全般に期待したいこと （回答はあてはまるもの3つまで）

（降順ソート）

訪日旅行
希望者※

※ 新型コロナ終息後に海外観光旅行したい地域として「日本」を選択した対象者から回答を得た。

衛生面における配慮、清潔さ、消毒などのウイルス対策全般の継続
リーズナブルな日本食レストランの充実

リーズナブルな宿泊施設の拡充
文化体験アクティビティの種類や質の充実、ブラッシュアップ

観光地やレストラン、宿泊施設などでの
英語・多言語による案内、表示のブラッシュアップ

観光地や観光施設へのアクセス改善
混雑を回避するための事前予約や入場制限などの措置

自然体験アクティビティ（スキーやサイクリング、フィッシング等）の
種類や質の充実、ブラッシュアップ

低価格
新型コロナに関する英語・多言語での情報公開
通信環境の改善（インターネット、Wi-Fi等）

高価格でも、価格に見合った日本食レストランの充実
高価格でも、価格に見合ったサービスや施設の充実

高級宿泊施設の拡充
その他

衛生面における配慮、清潔さ、消毒などのウイルス対策全般の継続
文化体験アクティビティの種類や質の充実、ブラッシュアップ

低価格
リーズナブルな日本食レストランの充実

リーズナブルな宿泊施設の拡充
高価格でも、価格に見合った日本食レストランの充実

観光地やレストラン、宿泊施設などでの
英語・多言語による案内、表示のブラッシュアップ

混雑を回避するための事前予約や入場制限などの措置
観光地や観光施設へのアクセス改善

自然体験アクティビティ（スキーやサイクリング、フィッシング等）の
種類や質の充実、ブラッシュアップ

新型コロナに関する英語・多言語での情報公開
高価格でも、価格に見合ったサービスや施設の充実

高級宿泊施設の拡充
通信環境の改善（インターネット、Wi-Fi等）

その他
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27. 東京への旅行に期待したいこと

(注)上位３項目を赤または黄色で塗りつぶした。

東京への旅行に期待したいこと （３つまで選択、％）
回答者→ 全体 アジア全体 欧米豪全体

韓国 中国 台湾 香港 タイ シンガポール マレーシア インドネシア アメリカ オーストラリア イギリス フランス
サンプル数 1,205 975 48 138 138 148 164 128 96 115 230 55 66 58 51

36 37 29 38 38 38 47 21 38 43 30 20 35 33 33

28 29 23 8 39 29 32 33 32 31 24 27 26 24 20

25 25 35 20 31 36 19 23 27 17 21 22 27 7 29

23 24 19 29 17 16 32 24 27 27 16 5 20 22 16

23 23 25 25 24 22 23 25 29 16 20 18 26 16 18

22 23 23 24 30 18 18 21 20 30 19 20 15 12 29

22 21 27 25 25 19 20 21 28 10 25 27 32 28 10

21 20 13 4 9 16 20 45 26 27 25 25 23 29 24

15 15 15 14 10 8 25 11 11 23 15 16 12 14 18

14 14 13 22 7 17 15 13 8 14 14 13 9 19 16

13 12 15 13 15 14 7 11 9 13 16 15 12 17 22

12 12 17 12 10 9 11 11 10 18 12 7 15 14 12

10 10 10 12 7 12 10 12 4 14 10 15 12 3 10

10 9 6 12 11 12 5 12 6 5 13 15 18 14 4

0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

通信環境の改善（インターネット、Wi-Fi等）

高級宿泊施設の拡充

その他

高価格でも、価格に見合ったサービスや施設の充実

衛生面における配慮、清潔さ、消毒などの
ウィルス対策全般の継続

リーズナブルな宿泊施設の拡充

リーズナブルな日本食レストランの充実

混雑を回避するための事前予約や入場制限などの
措置

観光地や観光施設へのアクセス改善

観光地やレストラン、宿泊施設などでの
英語・多言語による案内、表示のブラッシュアップ
文化体験アクティビティの種類や質の充実、
ブラッシュアップ

低価格

コロナウィルスに関する英語・多言語での情報公開

自然体験アクティビティ（スキーやサイクリング、
フィッシング等）の種類や質の充実、ブラッシュアップ

高価格でも、価格に見合った日本食レストランの充実

(注) 新型コロナ終息後に海外観光旅行したい日本の地域として「東京」を選択した対象者から回答を得た。
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35. 中国への旅行に期待したいこと

(注)上位３項目を赤または黄色で塗りつぶした。

中国への旅行に期待したいこと （３つまで選択、％）
回答者→ 全体 アジア全体 欧米豪全体

韓国 中国 台湾 香港 タイ シンガポール マレーシア インドネシア アメリカ オーストラリア イギリス フランス
サンプル数 376 281 15 59 43 44 37 29 22 32 95 16 34 23 22

33 32 27 31 30 23 38 38 36 41 35 44 35 35 27

27 28 40 31 35 23 22 24 27 25 23 25 29 26 9

25 27 27 34 23 43 30 10 23 13 19 19 26 9 18

23 24 27 7 40 30 19 17 27 38 20 38 26 0 18

21 22 20 24 23 27 19 17 18 22 18 13 18 22 18

21 20 20 12 7 23 38 31 27 16 22 13 18 30 27

20 23 20 34 26 16 14 31 18 22 9 6 15 9 5

19 20 20 10 30 30 27 10 18 9 17 13 15 35 5

17 15 20 3 5 16 16 28 36 19 22 19 18 30 23

15 13 13 14 9 14 3 17 9 28 20 19 15 17 32

14 14 20 12 2 9 24 14 9 28 15 19 15 13 14

13 11 13 7 14 7 8 17 14 13 18 13 18 13 27

13 13 20 22 7 2 19 17 5 9 12 13 12 0 23

10 11 0 17 12 5 14 3 23 13 7 6 15 0 5

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

高級宿泊施設の拡充

通信環境の改善（インターネット、Wi-Fi等）

その他

自然体験アクティビティ（スキーやサイクリング、
フィッシング等）の種類や質の充実、ブラッシュアップ

観光地や観光施設へのアクセス改善

低価格

高価格でも、価格に見合った日本食レストランの充実

コロナウィルスに関する英語・多言語での情報公開

高価格でも、価格に見合ったサービスや施設の充実

衛生面における配慮、清潔さ、消毒などの
ウィルス対策全般の継続
文化体験アクティビティの種類や質の充実、
ブラッシュアップ

リーズナブルな日本食レストランの充実

リーズナブルな宿泊施設の拡充

観光地やレストラン、宿泊施設などでの
英語・多言語による案内、表示のブラッシュアップ
混雑を回避するための事前予約や入場制限などの
措置

(注) 新型コロナ終息後に海外観光旅行したい日本の地域として「中国」を選択した対象者から回答を得た。
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• 本資料は情報提供のみを目的として作成されたものであり、取引等を勧誘するものではありません。
• 本資料はDBJおよびJTBFが信頼に足ると判断した情報に基づいて作成されていますが、DBJおよびJTBFがその正確性・
確実性を保証するものではありません。本資料のご利用に際しましては、ご自身のご判断でなされますようお願い致します。

• 本資料は、著作物であり、著作権法に基づき保護されています。著作権法の定めに従い、引用する際は、
必ず出所：（株）日本政策投資銀行・（公財）日本交通公社と明記して下さい。

• 本資料の全文または一部を転載・複製する際は著作権者の許諾が必要ですので、下記お問い合わせ先までご連絡下さ
い。

公益財団法人日本交通公社 観光文化情報センター
Tel：03-5770-8360
HP： http://www.jtb.or.jp/

（お問い合わせ先）
株式会社日本政策投資銀行 地域企画部
Tel：03-3244-1633
HP：https://www.dbj.jp/



体験アクティビティの種類や質の充実、ブラッシュアップ

参加しやすい条件

• 価格設定／直前予約への対応／多言語対応／
• 最少催行人数／アクセス改善

効果的な魅力発信

•綺麗な画像や雰囲気の伝わる動画／複数メディアでの露出

実施内容や運行の再考

•本格的すぎない内容への修正／外国人スタッフの活用



お問い合わせ先：

株式会社 KKday Japan

〒100-0005 
東京都千代田区丸の内1−6−5
丸の内北口ビル 9階（WeWork内)

担当：野田 sakae.noda@kkday.com
大溝 hiroki.ohmizo@kkday.com

サプライヤー登録：
https://www.kkday.com/ja/kk/supplier


